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中
国
の
台
頭
へ
警
鐘
を
鳴
ら
し
た

『T
he H

undred

−Y
ear 

M
arathon

』（
邦
訳
『China 2049 

秘
密
裏
に
遂
行
さ
れ
る
「
世
界
覇
権
１

０
０
年
戦
略
」』）
の
著
者
で
あ
る
米
政

治
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
は
、

中
国
は
２
０
４
９
年
ま
で
に
は
米
国
を

経
済
の
み
な
ら
ず
軍
事
力
で
も
凌り
ょ
う
が駕
す

る
と
予
言
し
た
。
逆
に
言
え
ば
米
国
が

中
国
を
軍
事
的
に
た
た
き
つ
ぶ
せ
る
の

は
「
今
」
し
か
な
い
。
す
な
わ
ち
現
在

が
最
も
米
中
の
軍
事
衝
突
が
起
こ
り
や

す
い
「
時
間
帯
」
だ
。

　

ど
の
地
域
を
狙
っ
て
米
国
が
中
国
と

の
間
合
い
を
詰
め
る
の
か
。
具
体
的
に

は
、
香
港
、
尖
閣
諸
島
、
南
シ
ナ
海
、

そ
し
て
台
湾
の
危
機
が
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
前
の
３
者
に
つ
い
て
は
、
有

事
に
発
展
す
る
可
能
性
は
低
い
。
香
港

で
は
中
国
が
全
国
人
民
代
表
大
会
で
採

択
し
た
「
香
港
国
家
安
全
法
」
に
反
対

す
る
デ
モ
が
最
高
潮
に
達
し
、
西
側
諸

国
が
一
斉
に
非
難
を
行
っ
た
が
、
米
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
軍
事
的
な
威
嚇
も
行
使

も
一
切
行
わ
な
か
っ
た
。
尖
閣
で
は
、

中
国
が
日
本
に
対
す
る
挑
発
を
継
続
し

た
が
、
日
中
間
に
紛
争
が
勃
発
し
な
い

限
り
米
国
に
は
関
係
な
い
。

　

南
シ
ナ
海
で
は
米
中
の
軍
艦
が
ほ
ぼ

毎
日
の
よ
う
に
射
程
内
を
行
き
来
し
、

挑
発
行
為
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

南
シ
ナ
海
は
双
方
に
と
り
死
活
的
に
重

要
な
地
域
で
は
な
い
た
め
「
戦
略
的
抑

制
」
が
働
き
、
決
定
的
な
衝
突
と
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

面
目
か
け
た
中
国
の
抵
抗
も

　

最
も
危
険
な
状
況
に
あ
る
の
は
台
湾

で
あ
る
。
台
湾
は
米
中
双
方
に
と
り
核

心
的
利
益
に
当
た
り
、
南
シ
ナ
海
な
ど

に
比
べ
軍
事
衝
突
が
起
こ
る
可
能
性
は

非
常
に
高
い
。
台
湾
統
一
は
中
国
に
と

り
悲
願
で
あ
る
。
一
方
、
米
国
に
と
っ

て
台
湾
は
日
本
同
様
、
地
政
戦
略
的
に

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
台
湾
を
中
国
に

押
さ
え
ら
れ
る
と
中
国
海
軍
は
太
平
洋

へ
自
由
に
進
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
米

本
土
へ
の
攻
撃
が
容
易
と
な
り
、
米
国

に
と
っ
て
は
悪
夢
で
あ
る
。
ル
ソ
ン
海

峡
は
、
太
平
洋
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
）
と

南
シ
ナ
海
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
、
シ

ー
レ
ー
ン
（
海
上
交
通
路
）
防
衛
は
死

活
的
と
な
る
。

　

台
湾
を
巡
る
米
中
の
緊
張
を
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
11
月
の
大
統
領
選
挙
に

向
け
て
高
め
て
く
る
で
あ
ろ
う
。現
在
、

対
中
政
策
を
仕
切
っ
て
い
る
ピ
ー
タ

ー
・
ナ
バ
ロ
国
家
通
商
会
議
議
長
が
著

書
『C

rouching T
iger:W

hat 
China's m

ilitarism
 m

eans for 
the w

orld

』（
邦
訳
『
米
中
も
し
戦
わ

ば
』）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、現
時
点

で
は
米
軍
が
中
国
軍
を
凌
駕
し
て
い

る
。「
今
」だ
っ
た
ら
米
国
は
中
国
を
た

た
け
る
し
、
中
国
は
ど
こ
か
の
時
点
で

妥
協
す
る
と
い
う
計
算
が
ト
ラ
ン
プ
氏

に
は
働
く
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
は
現
時
点
で
米
国
と
の
武
力
衝

突
は
極
力
回
避
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ

う
が
、
米
国
の
挑
発
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
た
ら
、
中
国
は
面
目
に
か
け
て
米
国

に
屈
し
な
い
可
能
性
は
高
い
。

　

も
し
、台
湾
で
米
中
が
衝
突
す
れ
ば
、

日
本
は
米
国
の
同
盟
国
で
あ
り
米
中
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、経
済
的
被
害
も
甚
大
と
な
る
。

台
湾
有
事
に
は
、
台
湾
海
峡
は
完
全
に

封
鎖
さ
れ
る
。
日
本
経
済
に
と
っ
て
重

要
な
、
タ
ン
カ
ー
や
コ
ン
テ
ナ
船
が
行

き
交
う
シ
ー
レ
ー
ン
の
ル
ソ
ン
海
峡
も

通
れ
な
く
な
れ
ば
、
日
本
経
済
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
回

復
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
と
ど
め

を
刺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

台湾軍は中国軍の上陸を想定し演習を行った（2019年5月） 共同通信

台
湾
は
米
中
双
方
に
と
っ
て
譲
れ
な
い
地
域
。
米
大
統
領
選
へ
向
け
て

ト
ラ
ン
プ
氏
が
焦
る
中
、
不
測
の
事
態
も
懸
念
さ
れ
る
。
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武
力
衝
突

 「
最
も
危
な
い
」時
間
帯

台湾


